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平
成　

年
第
４
回
定
例
会
は
、　

月
６
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の

１７

１２

１６

１１

会
期
で
開
会
し
ま
し
た
。

　

那
珂
市
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続
等
に
関
す
る
条
例

な
ど
、
執
行
部
提
出
の
合
計　

件
の
議
案
等
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
ど

２４

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

た
「
那
珂
市
公
の
施
設
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定
手
続

等
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
の
主

な
内
容
は
、
指
定
管
理
者
の

指
定
の
手
続
き
に
関
す
る
も

の
で
す
。
指
定
管
理
者
の
公

募
の
方
法
か
ら
選
定
、
指
定

を
し
て
、
管
理
運
営
を
実
施

さ
せ
、
業
務
報
告
書
の
提
出

な
ど
ま
で
を
明
記
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

那
珂
市
で
は
、
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
施
設
と

し
て
現
在
検
討
し
て
い
る
の

は
、
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
し
ど
り
の
里
・
那
珂

聖
苑
な
ど
約　

施
設
で
す
。

３５

（
詳
細
は
企
画
課
へ
）
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平
成　

年
の
地
方
自
治
法

１５

の
改
正
に
よ
り
、
公
の
施
設

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
者
（
市
が
指
定
し
た
団

体
等
）
制
度
を
適
用
す
る
の

か
、
市
の
直
営
で
行
う
の
か

を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
目
的
は
、
施
設
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
、
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
導
入
し
て
、
今
ま

で
以
上
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、

市
の
経
費
節
減
と
効
率
化
を

図
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
公
の
施

設
を
指
定
管
理
者
に
行
な
わ

せ
る
上
で
の
手
続
き
を
定
め

�

�

公
の
施
設
の
管
理
を
指
定
団
体
に
委
託
す
る
た
め

指
定
管
理
者
指
定
手
続
に
関
す
る
条
例
を
制
定

▲総合保健福祉センター「ひだまり」

▲余暇活用施設「しどりの里」

▲那珂聖苑
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い
て
、
市
・
市
民
・
事
業
者
・
廃

棄
物
処
理
業
者
の
責
務
を
定

め
た
こ
と
。
市
が
指
定
し
た

業
者
以
外
の
者
が
、
市
の
指

定
し
た
場
所
に
排
出
し
た
資

源
物
を
収
集
・
運
搬
で
き
な

い
こ
と
。
ゴ
ミ
の
減
量
等
に

関
す
る
事
項
を
審
議
す
る
た

め
廃
棄
物
減
量
等
審
議
会
を

設
置
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

（
詳
細
は
生
活
環
境
課
へ
）

　

年
々
増
加
を
続
け
て
い
る

ゴ
ミ
な
ど
の
廃
棄
物
の
排
出

を
抑
制
す
る
こ
と
、
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
資
源
の
有
効
活
用

や
、
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理

を
進
め
る
こ
と
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
く
た
め
に
、「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

条
例
の
主
な
内
容
は
、
ご

み
減
量
や
排
出
す
る
際
の
分

別
な
ど
の
適
正
な
処
理
に
つ

廃
棄
物
の
減
量
と
適
正
な
処
理
の
た
め

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
の
条
例
を
制
定

▲大宮地方環境整備組合（ゴミ焼却場）

を
図
る
た
め
、
新
た
に
「
那

珂
市
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の

埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る

条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

条
例
の
主
な
内
容
は
、
５

０
０ 
㎡ 
以
上
、
５
、０
０
０

 
㎡ 
未
満
の
土
地
の
埋
立
て
等

に
つ
い
て
は
、
市
の
許
可
を

受
け
る
こ
と
。
周
辺
の
生
活

環
境
保
全
や
災
害
防
止
措
置

に
努
め
る
こ
と
。
埋
立
て
る

土
砂
中
の
有
害
物
質
の
含
有

に
つ
い
て
土
壌
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

（
詳
細
は
生
活
環
境
課
へ
）

　

那
珂
市
で
は
、
旧
那
珂
町

に
お
い
て
、
平
成
５
年　

月
１０

に
５
０
０ 
㎡ 
以
上
の
土
地
の

埋
め
立
て
等
に
つ
い
て
条
例

を
制
定
し
、
規
制
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
茨
城
県
で

は
平
成　

年
４
月
か
ら
５
、

１６

０
０
０ 
㎡ 
以
上
の
埋
め
立
て

等
に
対
し
て
県
条
例
を
制
定

し
、
申
請
義
務
等
の
規
制
を

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
県

条
例
と
市
条
例
の
整
合
性
を

図
り
、
さ
ら
に
許
可
条
件
等

を
厳
し
く
す
る
こ
と
で
土
砂

の
埋
め
立
て
等
に
よ
る
監
視

の
強
化
と
環
境
負
荷
の
軽
減

面
積
が
５
０
０
〜
５
、０
０
０
㎡ 
の
土
地
を

埋
め
立
て
る
場
合
は
、
市
の
許
可
が
必
要
で
す

　

社
会
の
進
展
に
著
し
い
功

績
が
あ
っ
た
者
に
対
し
、
そ

の
功
績
と
栄
誉
を
称
え
、

「
那
珂
市
名
誉
市
民
」の
称
号

を
贈
り
、
こ
れ
を
顕
彰
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
那

珂
市
名
誉
市
民
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。

　

条
例
の
主
な
内
容
は
、
称

号
を
贈
る
条
件
を
明
示
し
た

こ
と
。
名
誉
市
民
の
選
定
に

つ
い
て
は
選
考
委
員
会
で
推

薦
を
し
て
、
議
会
の
同
意
を

得
て
選
定
す
る
こ
と
な
ど
で

す
。 

（
詳
細
は
秘
書
課
へ
）

　

那
珂
市
で
は
、
市
税
（
住

民
税
・
固
定
資
産
税
）
を
前

納
（
第
１
期
で
全
額
納
付
）

し
た
場
合
に
、
納
税
額
の
一

定
の
額
を
前
納
報
奨
金
と
し

て
交
付
（
減
額
）
し
て
い
ま

す
。

　

那
珂
市
税
条
例
の
改
正
に

よ
り
、
平
成　

年
４
月
か

１８

ら
、
前
納
報
奨
金
の
交
付
率

を
引
き
下
げ
ま
す
。
住
民
税

は　

％
か
ら
０
・　

％
。
固

０.５

２５

定
資
産
税
は
０
・　

％
か
ら

７５

　

％
と
な
り
ま
す
。

０.５
　

引
き
下
げ
の
理
由
と
し
て

は
、
市
中
金
利
が
低
率
と

な
っ
て
い
る
こ
と
、
住
民
税

に
お
い
て
給
与
所
得
者
に
は

前
納
報
奨
が
適
用
に
な
ら
な

い
な
ど
の
不
公
平
を
縮
小
す

る
た
め
で
す
。

 

（
詳
細
は
税
務
課
へ
）

　

支
度
料
と
は
、
市
職
員

（
市
長
・
議
員
な
ど
特
別
職

含
）
が
海
外
に
出
張
す
る
場

合
に
、
外
国
旅
行
に
係
る
携

行
品
等
を
準
備
す
る
た
め

に
、
国
家
公
務
員
の
旅
費
規

程
に
準
じ
て
支
給
す
る
も
の

で
す
。
支
給
額
は
、
１
ヶ
月

未
満
の
出
張
の
場
合
は
約
６

万
円
、
３
ヶ
月
以
上
の
出
張

の
場
合
で
約
９
万
円
で
す
。

　

最
近
で
は
、
海
外
旅
行
が

一
般
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
考
慮
し
、
旅
費
に
関
す
る

条
例
を
改
正
し
、
海
外
出
張

の
支
度
料
の
支
給
を
廃
止
し

ま
し
た
。

 

（
詳
細
は
総
務
課
へ
）

功
績
者
に
対
し

「
那
珂
市
名
誉
市
民
」
の
称
号
を

市
税
の
前
納
報
奨
金
の

交
付
率
を
引
き
下
げ

市
職
員
の
海
外
出
張
の

支
度
料
を
廃
止
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補正予算８件を可決しました
　平成１７年度補正予算８件を、原案どおり可決しました。

▼平成１７年度一般会計補正予算（第５号）

２億３，３１２万２，０００円の増額→総額１８０億３，８５５万３，０００円

　歳出は、瓜連保育園改築費の補助５，３７６万円、コミュニ

ティセンター等整備基金５，０２４万円、生活保護費３，４７９万

円、地域介護･福祉空間整備補助３，４５０万円、中学校管理

事務費１，５２０万円が増額しました。

▼平成１７年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算

　（第２号）

１億２，４３６万７，０００円の増額→総額４６億５，９４７万８，０００円

　歳入は、医療給付費交付金繰越金７，９３２万円、その他の

繰越金４，４５２万円が増加しました。

　歳出は、基金積立金１億２，０６１万円が増加しました。

▼平成１７年度下水道事業特別会計補正予算（第３号）

６５万６，０００円の減額→総額２２億９，２８１万７，０００円

　歳入の国庫補助金１億２，１６０万円増、繰越金６，１７８万円

増、一般会計繰入金８，５１５万円減、公共下水道事業債

９，４６０万円減などです。

▼平成１７年度公園墓地事業特別会計補正予算（第１号）

　霊園管理システムリースの債務負担行為の追加です。

▼平成１７年度農業集落排水整備事業特別会計補正予算

　（第２号）

３８１万７，０００円の減額→総額３億９，３７３万６，０００円

　歳出の職員人件費の減額が主なものです。

▼平成１７年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算

　（第２号）

９３８万円の減額→総額２１億６，１５５万３，０００円

　歳出の職員人件費の減額が主なものです。

▼平成１７年度上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計補

正予算（第２号）

４００万円の増額→総額３億３，８５３万円

　歳出の区画整理事業費４００万円が増加しました。

▼平成１７年度水道事業会計補正予算（第２号）

収益的支出３２９万２，０００円の減額

資本的支出５７８万２，０００円の増額

　職員人件費の補正です。

� �

那珂市教育委員会委員

　那珂市菅谷地区の竹ノ内土地区画整理事業区域内と区
域内のジャスコ用地について新たな住所の表示をするた
めこの議案を可決しました。
　新しい住所の表示は、平成１９年５月（予定）にこの地
区内の換地処分の告示をした翌日から施行されます。
 （詳細は市街地整備課へ）

　那珂市教育委員２名が任期満了となるため、新たに２
名を選任することに同意しました。

���������

竹ノ内１丁目 竹ノ内４丁目 

竹ノ内３丁目 
竹ノ内２丁目 

那珂四中 

菅谷小 

区域内に属する下記
の字名
那珂市菅谷字原前
　〃　菅谷字原後
　〃　菅谷字竹ノ内
　〃　菅谷字両宮東
　〃　菅谷字江向西
　〃　菅谷字大木内

平松　俊男　氏
戸崎　７０歳

任期　Ｈ１８．１．５から
　　　Ｈ２２．１．４まで

中庭　純　氏
横堀　６４歳

任期　Ｈ１８．１．５から
　　　Ｈ２２．１．４まで

新しい表示
那珂市竹ノ内１丁目
　〃　竹ノ内２丁目
　〃　竹ノ内３丁目
　〃　竹ノ内４丁目
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す
べ
き
で
あ
る
。

④
道
路
用
地
の
寄
附
に
つ
い

て
、
用
地
は
原
則
と
し
て
買

収
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
寄

附
に
よ
る
場
合
の
条
件
等
を

明
確
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

⑤
予
算
配
分
等
は
、
生
活
道

路
の
整
備
と
し
て
年
次
計
画

を
定
め
、
十
分
な
予
算
を
確

保
し
て
積
極
的
に
道
路
行
政

を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

◎
結
論
（
提
言
）

　

生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
調
査
し
審
議
を
重
ね
て
き

た
。
市
民
が
毎
日
の
生
活
の

中
で
利
用
す
る
自
宅
周
辺
の

生
活
道
路
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
ま
だ
未
整
備
な
箇
所
が
あ

り
、
多
く
の
道
路
整
備
の
要

望
が
あ
が
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
以
前
の
市
民
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
で
も

道
路
整
備
は
上
位
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
市
は
道
路

を
整
備
し
、
良
好
な
状
態
で

利
用
で
き
る
よ
う
に
保
守
管

理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
在
の
市
の
道
路
整
備

は
過
渡
期
で
あ
り
、
都
市
計

画
道
路
を
は
じ
め
、
未
整
備

の
主
要
幹
線
道
路
も
多
い
。

そ
の
よ
う
な
中
で
は
あ
る

が
、
さ
ら
に
生
活
道
路
に
つ

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら

の
農
業
は　
　

以
上
な
い
と

３０
ha

生
活
は
難
し
く
、
生
産
コ
ス

ト
を
如
何
に
下
げ
る
か
が
重

要
に
な
る
。
そ
の
た
め
の
条

件
整
備
が
大
事
で
あ
る
。
再

圃
場
整
備
な
ど
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

地
産
地
消
と
い
う
こ
と

で
、
直
売
所
を
行
政
・
農
協
・

生
産
者
が
一
体
と
な
り
、
利

益
の
上
が
る
作
物
を
農
協
が

指
導
し
、
農
家
が
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
所
得
向
上
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
の
意
見
が
出
さ
れ
、

そ
れ
ら
を
更
に
審
議
し
て
、

提
言
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と

で
、
継
続
調
査
と
し
ま
し

た
。

継続調査

�
�
�
�
�
�
�

生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

調査完了

活力ある町づくりについて

　

建
設
常
任
委
員
会
で
は
、

生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

審
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
の
内
容
を
集
約

し
、
積
極
的
に
早
期
に
道
路

整
備
を
実
施
す
る
よ
う
に
、

執
行
部
へ
提
言
し
ま
し
た
。

◎
主
な
審
議
内
容
と
意
見

①
合
併
後
の
道
路
整
備
は
那

珂
市
の
基
準
で
整
備
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
瓜
連
地

区
の
住
民
に
よ
く
周
知
を
す

べ
き
で
あ
る
。

②
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調

整
区
域
な
ど
地
域
性
に
合
わ

せ
た
柔
軟
な
道
路
整
備
の
手

法
を
取
り
入
れ
て
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

③
道
路
整
備
申
請
に
対
す
る

採
択
の
審
査
基
準
を
明
確
に

し
て
、
審
査
委
員
は
現
地
を

実
際
に
見
て
調
査
し
判
断
を

　

経
済
常
任
委
員
会
で
は
、

当
市
の
活
力
あ
る
町
づ
く
り

の
た
め
、
農
業
の
ど
の
分
野

に
力
点
を
置
く
べ
き
か
に
つ

い
て
の
審
議
を
し
ま
し
た
。

　

当
市
に
お
い
て
は
、
担
い

手
の
減
少
の
問
題
が
あ
り
、

農
業
就
業
者
の
確
保
が
極
め

て
大
事
で
あ
る
。

　

国
の
農
業
政
策
で
は
、
平

成　

年
度
か
ら
要
件
に
満
た

１９
な
い
方
は
米
を
作
っ
て
も
赤

字
に
な
り
、
農
業
就
業
者
が

減
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
国
の
米
政
策
大

綱
等
の
内
容
の
周
知
徹
底
を

図
り
、
農
業
経
営
の
手
法
を

確
立
す
べ
き
で
あ
る
。

　

農
業
所
得
の
向
上
に
は
、

経
営
規
模
拡
大
を
図
ら
な
け

い
て
も
目
を
向
け
、
緊
急

性
・
危
険
度
や
市
街
化
区
域

や
調
整
区
域
の
地
域
の
実
情

を
十
分
に
把
握
し
、
場
合
に

よ
っ
て
は
現
道
の
幅
員
で
簡

易
舗
装
な
ど
暫
定
整
備
を
す

る
事
な
ど
も
取
り
入
れ
て
、

道
路
整
備
基
準
を
見
直
し
、

柔
軟
で
効
率
よ
く
効
果
的
な

整
備
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
編
成

１８

が
厳
し
い
財
政
の
中
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。
税
収
な
ど
の

財
源
の
増
加
が
な
い
事
は
承

知
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
は

あ
る
が
、
生
活
道
路
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
提

言
を
実
施
す
る
た
め
に
、
年

次
計
画
を
設
定
し
優
先
的
に

予
算
配
分
す
る
事
が
一
番
重

要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
予

算
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
整
備
手
法
の
見
直
し
な
ど

に
よ
り
低
コ
ス
ト
で
多
く
の

路
線
を
整
備
す
る
な
ど
、
積

極
的
に
早
期
に
道
路
整
備
を

実
施
し
、
市
民
か
ら
の
道
路

行
政
へ
の
負
託
に
応
え
る
よ

う
に
努
力
を
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

　

以
上
、
市
執
行
部
に
提
言

し
、
調
査
完
了
と
す
べ
き
も

の
と
す
る
。

要
望
の
多
い
生
活
道
路
を

早
急
に
効
率
的
に
整
備
す
る
た
め

市
執
行
部
に
提
言

農業のどの分野に
力点を置くべきか

�������
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調査事項

１．議員定数に関する事項

２．その他関連する事項

継続調査
���������	
��
��

　

当
特
別
委
員
会
で
は
、
現

在
の
那
珂
市
の
議
員
定
数
２

６
名
を
ど
う
す
る
か
検
討
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
県
内
各
市
に
お

け
る
一
般
行
政
職
員
数
、
そ

の
他
の
資
料
等
に
よ
り
調
査

検
討
を
し
ま
し
た
。

　

審
議
内
容
は
、
議
員
の
定

数
を
定
め
る
に
あ
た
り
、
民

意
の
反
映
を
基
本
条
件
と
す

べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
一
部

委
員
か
ら
定
数
案
が
示
さ
れ

ま
し
た
が
、
決
定
に
あ
た
っ

て
は
、
さ
ら
に
那
珂
市
と
人

口
規
模
・
財
政
規
模
等
の
類

似
団
体
を
よ
く
把
握
し
な
が

ら
調
査
研
究
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
、
次
期
定
例
議

会
に
お
い
て
は
、
決
め
ら
れ

る
よ
う
に
議
論
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
那
珂
市
の
議
員

定
数
の
適
正
規
模
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を
す

べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
、
継

続
調
査
と
決
定
し
ま
し
た
。

��������	

民意の反映を基本条件として
定数は３月定例会において決めたい

切
断
工
法
の
比
較
確
認
の
た

め
、
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
切
断

試
験
を
行
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
レ
ー
ザ
ー
切
断
で
発
生

し
た
火
花
が
予
想
の
範
囲
を

超
え
て
飛
び
、
仮
設
排
気
ダ

ク
ト
に
付
着
し
発
火
し
た
。

作
業
員
が
水
と
消
火
器
に
よ

り
消
火
し
た
。

２　

原
子
力
科
学
研
究
所

（
旧
原
研
東
海
研
究
所
）陽
子

加
速
器
開
発
棟
に
お
け
る
発

煙
に
つ
い
て

　

発
生
日
時
、
平
成　

年　
１７

１０

月　

日（
水
）
午
後
６
時　

１９

４３

分
。
火
災
の
状
況
、
イ
オ
ン

源
試
験
装
置
の
特
性
試
験
を

行
う
た
め
の
実
験
を
午
後
６

時　

分
に
終
了
し
、
実
験
で

３４
使
用
し
た
電
源
、
冷
却
水
等

の
付
帯
設
備
の
停
止
操
作
を

行
っ
た
。
午
後
６
時　

分
に

３８

冷
却
水
ポ
ン
プ
を
停
止
し
、

装
置
の
と
こ
ろ
へ
戻
っ
た
と

こ
ろ
、
ソ
レ
ノ
イ
ド
電
磁
石

か
ら
発
煙
を
確
認
し
た
。
直

ち
に
電
磁
石
の
電
源
を
切

り
、
バ
ケ
ツ
で
水
を
か
け
た

が
、
煙
が
拡
散
し
、
午
後
６

時　

分
に
火
災
警
報
器
が
発

４３
報
し
た
。

継続調査

調
査
事
項

１ 
住
民
の
安
全
確
保
に
関
す
る
事
項

２ 
周
辺
の
環
境
保
全
に
関
す
る
事
項

３ 
原
子
力
安
全
協
定
に
関
す
る
事
項

４ 
核
融
合
研
究
施
設
に
関
す
る
事
項

５ 
そ
の
他
関
連
す
る
事
項

　

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
本
体
施
設

は
、
平
成　

年
６
月　

日
に

１７

２８

フ
ラ
ン
ス
の
ガ
ダ
ラ
シ
ュ
に

建
設
が
決
定
し
、
日
本
と
欧

州
の
間
で
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
関
連

施
設
の
提
案
に
つ
い
て
取
り

決
め
が
交
わ
さ
れ
た
。
そ
れ

に
つ
い
て
文
部
科
学
省
で
検

討
し
、
そ
の
最
終
報
告
書
が

ま
と
ま
り
、
我
が
国
で
実
施

す
べ
き
候
補
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

及
び
実
施
場
所
が
示
さ
れ
た
。

・
国
際
核
融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー　
　

青
森
県
六
ヶ
所
村

・
サ
テ
ラ
イ
ト
ト
カ
マ
ク
装

置
（
Ｊ
Ｔ－

　

の
改
修
）

６０
茨
城
県
那
珂
市

・
国
際
核
融
合
材
料
照
射
施

設
の
工
学
設
計
活
動

青
森
県
六
ヶ
所
村

　

今
後
、
こ
の
候
補
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
欧
州
に
提
案
し
、
計

画
の
具
体
化
に
向
け
て
協
議

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

委
員
よ
り
、
那
珂
研
究
所

の
施
設
の
詳
細
等
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
欧
州
と
の

協
議
を
進
め
て
い
く
中
で
、

具
体
的
な
計
画
等
の
内
容
が

示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

１　

日
本
原
子
力
研
究
所
東

海
研
究
所　

再
処
理
特
別
研

究
棟
廃
液
長
期
貯
蔵
施
設
に

お
け
る
火
災
に
つ
い
て

　

発
生
日
時
、
平
成　

年
８

１７

月　

日（
水
）
午
前　

時　

３１

１０

２５

分
。
火
災
の
状
況
、
廃
液
長

期
貯
蔵
施
設
に
お
い
て
、
床

ス
テ
ン
レ
ス
ラ
イ
ニ
ン
グ
の

◎
原
子
力
事
業
所
事
故
報
告

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

平
成　

年
７
月
〜
９
月
の

１７

間
の
原
子
力
関
連
事
業
所
か

ら
放
出
さ
れ
た
気
体
廃
棄
物

の
放
出
状
況
は
、
原
子
力
安

全
協
定
に
基
づ
く
放
出
管
理

目
標
値
を
上
回
っ
た
事
業
所

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
茨
城
県
及

び
那
珂
市
等
関
係
市
村
主
催

に
よ
り
、
Ｊ
Ｃ
Ｏ
の
事
故
以

来
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
９
月　

日
に
那
珂

３０

市
向
山
の
三
菱
原
子
燃
料
株

式
会
社
で
臨
界
事
故
が
発
生

し
、
放
射
線
が
敷
地
外
に
放

出
さ
れ
た
と
い
う
想
定
で
、

原
子
力
総
合
防
災
訓
練
が
実

施
さ
れ
た
。

　

那
珂
市
で
は
初
め
て
、
住

民
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
本

米
崎
、
向
山
、
横
堀
地
区
及

び
本
米
崎
小
学
校
の
協
力
に

よ
り
約
２
０
０
名
が
参
加
し

た
。
ま
た
、
防
災
関
係
機
関

の
参
加
者
は
約
２
０
０
名
で

あ
っ
た
。
訓
練
の
内
容
は
、

住
民
広
報
活
動
訓
練
と
し

て
、
事
故
発
生
か
ら
終
息
ま

で
防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受

信
機
を
使
い
、
住
民
へ
の
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
た
。

◎
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
見
返
り
関
連
施
設

◎
平
成　

年
度
第
２
四
半
期

１７

　

気
体
廃
棄
物
の
放
出
状
況

那
珂
研
究
所
に
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
関
連
施
設

サ
テ
ラ
イ
ト
ト
カ
マ
ク
装
置
を
計
画
提
案

◎
平
成　

年
度
原
子
力
総
合

１７

防
災
訓
練
実
施
報
告
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◆岩上　昌和　議員
１．古徳沼について

◆先�　光　議員
１．敬老会のあり方と今後の計画について
２．県道日立笠間線の久慈川に架かる栄橋の改修

について

◆�畑　道英　議員
１．「中学生の通学区域（指定学校）の見直し」

及び「市立幼稚園の駐車場設備」について
２．「那珂市の財政｣について

◆根本　慎一　議員
１．｢救命の連鎖｣の確立について
２．小中学校での英語指導について

◆小沼　博恭　議員
１．入学時の準備物及び登下校時の服装について
２．AED（自動体外式除細動器）の設置について
３．資源物の処理及び清掃とごみ収集について

◆助川　則夫　議員
１．幼保一元教育について
２．高速インターネットエリアの地域格差是正に

ついて

◆寺門　近　議員
１．平成１７年度上半期における事務事業の見直し

や経費の削減について

◆笹島　猛　議員
１．平成１８年度の予算編成について

◆石川　利秋　議員
１．法定外公共物の維持管理と有効利用について

◆須藤　博　議員
１．合併一年後の総括について
２．下水道整備について

◆君嶋　寿男　議員
１．公共下水道整備事業について
２．春日川改修整備について
３．体験学習について
４．那珂市文化祭について

◆秋山　一　議員
１．新那珂市建設計画について
２．平成１７年度一般会計等執行状況について
３．瓜連商店街の活性化について
４．水田農業構造改革推進事業
５．新型のインフルエンザ対策について

◆蝦名　純子　議員
１．行政改革の実施について
２．食育基本法に基づく取り組みについて

◆海野　進　議員
１．河川の改修について
２．道路整備について

◆木村　静枝　議員
１．介護保険改正について

◆遠藤　実　議員
１．自治基本条例について

◆會澤　明　議員
１．清水洞の上の整備について
２．那珂聖苑について
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１．古徳沼について

　

古
徳
沼
は
周
辺
の

山
間
地
か
ら
の
湧
水

の
流
入
の
ほ
か
に
沼
自
体
に

３
〜
４
ヶ
所
の
湧
水
源
を
抱

え
て
い
る
大
変
貴
重
な
沼
で

す
。

　

最
近
の
温
暖
化
に
よ
る
異

常
気
象
の
影
響
に
よ
る
も
の

な
の
か
、
那
珂
川
・
久
慈
川

の
渇
水
の
頻
度
が
増
え
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
現
在
、

旧
御
前
山
村
に
農
業
用
ダ
ム

����

が
建
設
中
で
す
。
し
か
し
天

候
不
順
に
よ
る
日
照
り
が
続

け
ば
、
果
た
し
て
該
当
す
る

全
域
が
こ
の
ダ
ム
の
水
量
で

カ
バ
ー
で
き
る
の
か
ど
う
か

心
細
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
意
味
か
ら
も
古
徳
沼
は

非
常
時
に
対
す
る
備
え
と
し

て
行
政
上
整
備
し
て
お
く
べ

き
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
お

尋
ね
し
た
い
の
で
す
が
、
古

徳
沼
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
お
ら
れ
る
の
か
お
伺
い

を
い
た
し
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

現
在
の
古
徳
沼
の
水

田
受
益
者
面
積
は　
　

で
あ

１.５
ha

り
、
農
業
用
溜
池
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
な
お
、

現
状
に
つ
い
て
は
大
変
ひ
ど

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

古
徳
沼
は
既
に
自

浄
能
力
を
失
っ
て
お

り
最
悪
の
環
境
で
す
。

　

古
徳
沼
は
元
々
自
然
に
出

来
た
沼
で
あ
っ
た
も
の
を
、

今
か
ら
約
３
０
０
年
位
前
に

旧
古
徳
村
、
旧
瓜
連
村
が
総

出
で
今
の
よ
う
な
堤
防
を
築

造
し
、
最
近
ま
で
旧
両
村
地

域
の
灌
漑
用
水
と
し
て
機
能

し
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

古
徳
沼
は
農
業
用
溜
池
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
が
環

境
も
ひ
ど
い
と
の
ご
答
弁
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
は
今
後
ど
の
よ
う
に
水
質

を
浄
化
す
る
の
か
お
伺
い
を

い
た
し
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

水
質
浄
化
に
つ
い
て

は
、
と
り
あ
え
ず
悪
い
水
を

抜
く
方
法
も
含
め
て
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
長　

古
徳
沼
に
つ
い
て

は
農
業
用
水
と
し
て
、
ま
た

白
鳥
の
飛
来
地
と
し
て
の
歴

史
も
あ
る
わ
け
で
す
の
で
、

水
質
浄
化
に
つ
い
て
は
関
係

各
課
を
集
め
ま
し
て
良
い
方

法
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

�

�

�

�

農
業
用
溜
池
で
あ
る
が
、
現
状
は
ひ
ど
い
と
認
識

古
徳
沼
に
つ
い
て
の
現
状
認
識
は

関
係
各
課
と
良
い
方
法
を
検
討
す
る

水
質
浄
化
に
つ
い
て
は

▲農業用水としても利用しています（古徳沼）　

▲最近は水が濁っています（古徳沼）　
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敬
老
会
は
昨
年
度

ま
で
、
那
珂
市
総
合

公
園
内
の
体
育
館
１
ケ
所
で

２
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
て

い
ま
し
た
が
、
本
年
度
よ
り

各
地
区
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
開
催
状
況
は
五
台
、

木
崎
、
瓜
連
地
区
が
敬
老
事

業
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
他

の
５
地
区
は
記
念
品
を
配
布

し
た
だ
け
に
留
ま
り
ま
し

た
。　　

　

来
年
度
の
全
地
区
開
催
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

年
度
中
に
行
う
反
省

会
等
の
場
で
、
今
年
度
敬
老

事
業
を
実
施
し
た
地
区
の
事

例
を
話
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
地
区
の
実
情
に
応
じ
た

敬
老
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

ま
た
次
年
度
は
記
念
品
の
配

布
の
み
の
地
区
に
は
１
人
当

た
り
７
５
０
円
の
補
助
金
は

交
付
し
な
い
予
定
で
す
。

　

市
長　

今
後
、
地
区
の
代

表
者
の
方
々
と
十
分
話
し

合
っ
て
、
ご
理
解
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
平
成　

年
度
に

１８

は
全
地
区
で
敬
老
事
業
が
開

催
さ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
働

き
か
け
を
行
っ
て
参
り
た

い
。

▲平成１７年度敬老事業開催状況

　

栄
橋
は
昭
和　

年
３３

１
月
に
竣
工
し
た
長

さ
３
１
６
メ
ー
ト
ル
、
幅
員

６
メ
ー
ト
ル
の
橋
で
す
。
県

道
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
歩

道
が
未
設
置
で
あ
り
、
朝
夕

の
通
勤
通
学
時
間
帯
に
は
自

転
車
も
多
く
非
常
に
危
険
で

す
。

　

幸
い
に
も
こ
れ
ま
で
人
命

に
関
わ
る
大
き
な
事
故
は
起

き
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
橋

の
早
期
改
修
に
つ
い
て
ど
う

対
処
し
て
い
く
の
か
。

　

建
設
部
長　

橋
の

前
後
に
つ
い
て
は
車

道
と
歩
道
が
区
分
さ
れ
安
全

に
通
行
で
き
る
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
橋
梁
部
分
に

つ
い
て
は
歩
道
が
な
く
車
両

と
歩
行
者
、
自
転
車
等
が
混

在
し
て
い
る
利
用
状
況
に
あ

り
、
大
変
危
険
な
状
況
に
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
沿
道
自
治
体
で

組
織
す
る
日
立
笠
間
線
県
道

改
修
期
成
会
や
珂
北
三
郡
町

村
会
等
に
お
い
て
県
に
対
し

て
早
期
整
備
促
進
の
要
望
を

行
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
も

継
続
し
て
要
望
し
て
参
り
ま

す
。

��������

�

� 全
地
区
で
の
敬
老
事
業
開
催
を
働
き
か
け
た
い

敬
老
会
の
あ
り
方
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

今
後
も
継
続
し
て
県
へ
要
望
し
て
参
り
ま
す

日
立
笠
間
線
の
久
慈
川
に
架
か
る
栄
橋
の
改
修
は

�

�

����
１．敬老会のあり方と今後の

計画について
２．県道日立笠間線の久慈川

に架かる栄橋の改修につ
いて

▲大型車が通ると歩行者、自転車の通行スペースがほとんどな
い（栄橋）

敬老事業開催地区（３地区）
開 催 内 容出席率出席者数対象者数地区名

地区全体の７５歳以上の方を対象に、
市中央公民館を会場として開催２８．６％２７０人９４６人五台地区

地区を３ヶ所に分け、各集落
センター等を会場に開催４４．０％１８８人４２７人木崎地区

地区を９ヶ所に分け、地区公民館及
びナザレ園施設を会場として開催４３．７％５３３人１，２２１人瓜連地区

H１６那珂・瓜連計３２．９％３８．２％９９１人２，５９４人計

記念品配布地区（５地区）
内　　　　　容対象者数地区名

紅白まんじゅう・赤飯を配布６３１人神崎地区
紅白まんじゅう・手ぬぐいを配布５０３人額田地区
竹炭セットを配布１，１６８人菅谷地区
竹炭セットを配布３８７人戸多地区
紅白まんじゅう・赤飯・酒を配布６６７人芳野地区
Ｈ１７年度該当者の５６．４％３，３５６人計

� �� ��
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自
分
で
自
転
車
で

走
り
門
部
・
下
江
戸

地
区
等
の
中
学
生
の
通
学
が

い
か
に
大
変
か
理
解
出
来

た
。
こ
れ
ら
の
地
区
の
生
徒

の
瓜
連
中
へ
の
通
学
を
視
野

に
入
れ
る
の
は
勿
論
の
こ
と

那
珂
市
誕
生
を
機
に　
　

全
（１）

体
的
に
通
学
区
域
を
見
直
し

て
は
？　

通
学
区
域
の
変
更

は
、
生
徒
の
通
学
負
担
が
軽

く
な
る
、
登
下
校
の
時
間
が

短
縮
で
き
生
徒
が
危
険
に
あ

����
１．「中学生の通学区域（指定

学校）の見直し」及び「市
立幼稚園の駐車場設備」
について

２．「那珂市の財政」について

う
確
率
が
下
が
る
等
の
利
点

が
あ
り
、
変
更
す
る
場
合　

　

瓜
連
中
の
老
朽
化
し
た
設

（２）備
の
充
実
が
必
要
に
な
る

が
？　

又　
　

芳
野
・
木
崎

（３）

幼
稚
園
の
駐
車
場
は
ど
う
す

る
の
か
？

　

教
育
長　
　

児
童

（１）

生
徒
の
安
全
性
・
利

便
性
・
地
域
の
伝
統
等
を
総

合
的
に
判
断
し
て
十
分
に
進

め
た
い
。

　

市
長　
　

学
校
建
設
準
備

（２）

委
員
会
で
検
討
中
な
の
で
、

こ
れ
ら
の
意
見
を
集
約
し
て

あ
る
べ
き
姿
を
模
索
し
な
が

ら
判
断
し
た
い
。

　

教
育
長　
　

議
員
か
ら
の

（３）

提
言
も
あ
っ
た
の
で
芳
野
小

学
校
駐
車
場
の
一
部
の
利
用

を
図
り
た
い
。
木
崎
に
つ
い

て
も
木
崎
小
学
校
と
協
議
を

す
る
。

　

実
質
収
支
比
率

（
那
珂
市
平
成　

年
１６

度　

％
）
財
政
力
指
数
（
那

５.１
珂
市
平
成　

年
度
０
・　

）

１６

６１

経
常
収
支
比
率
（
平
成　

年
１５

度
旧
那
珂
町　

・
７
％
旧
瓜

７６

連
町　

・
０
％
平
成　

年
度

９３

１６

那
珂
市　

・
５
％
）
か
ら
み

８７

て
、
市
の
財
政
は
、
手
放
し

で
は
健
全
と
は
言
え
な
い

が
、
改
善
の
為
に
ど
の
よ
う

な
手
法
を
施
し
て
い
る
の

か
？

　

助
役　
　

歳
出
の

（A）

削
減
は
今
後
も
続
け

る
。

●
新
市
建
設
計
画
を
進
め
て

い
く
た
め
に
も
、
事
務
事
業

の
見
直
し
や
優
先
度
を
考
慮

し
た
傾
斜
配
分
を
す
る
。

●
特
に
管
理
的
経
費
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
さ
ら
に
合
理

化
・
ス
リ
ム
化
を
図
る
。

　

公
債
費
は
原
則
、
地
方
債

（B）の
借
り
入
れ
を
償
還
額
の
範

囲
内
と
し
、
地
方
債
残
高
を

減
少
さ
せ
る
。

　

歳
入
は
自
主
財
源
の
確
保

（C）を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。

●
市
税
・
使
用
料
等
の
収
納

改
善
に
努
力
す
る
。

　

合
併
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

（D）特
例
措
置
を
活
用
し
て
、
行

財
政
改
革
に
取
り
組
む
。

�

�

�

�

芳
野
幼
稚
園
は
小
学
校
駐
車
場
の
一
部
利
用
を
図
り
た
い

通
学
区
域
の
見
直
し
と
芳
野
幼
稚
園
に
駐
車
場
を
？

『
行
財
政
改
革
』
に
取
り
組
ん
で
行
く
！

『
財
政
』
は
手
放
し
で
健
全
と
は
い
え
な
い
が
？

▲戸多地区から三中への通学路途中の坂道（県道木戸立石線、
県植物園の西側）

▲那珂市総務部財政課

��� ��
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昨
年
の
７
月
か
ら

電
気
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
心
臓
停
止
患
者
の
救
命
装

置
「
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）」
が
、
誰
で
も
使

用
可
能
と
な
っ
た
。
発
症

後
、
数
分
以
内
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
え
ば
後
遺
症
も
無
く
、
助

け
ら
れ
る
画
期
的
な
も
の
。

平
成
元
年
か
ら
現
在
ま
で
、

当
市
で
は
救
急
患
者
５
４
３

名
が
死
亡
、
半
数
近
く
は
心

臓
停
止
急
患
者
で
あ
り
救
急

車
の
到
着
を
待
っ
て
い
て
は

遅
い
。
仮
に
、
現
場
で
市
民

が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
直
ち
に
使
え

ば
、
こ
れ
ら
の
方
々
は
救
命

で
き
た
可
能
性
が
あ
る
。
米

国
で
は
約　

年
前
に
臨
床
で

６０

使
用
、
小
型
自
動
化
が
進

み
、
誰
で
も
使
え
る
機
器
と

し
て
普
及
し
た
。
市
民
の
命

に
係
わ
る
問
題
だ
、
市
長
、

執
行
部
は
率
先
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ

普
及
を
進
め
て
頂
き
た
い
。

　

総
務
部
長　

Ａ
Ｅ

Ｄ
の
導
入
や
研
修
を

積
極
的
に
進
め
、　

年
度
は

１８

２
器
購
入
す
る
。

　

消
防
長　

３
年
間
で
６
千

人
を
対
象
に
講
習
会
を
実
施

す
る
計
画
だ
。

　

市
長　

市
内
企
業
へ
の
協

力
を
促
し
、
計
画
的
に
配
備

し
、
理
想
の
形
に
近
付
け
て

い
く
。
来
年
度
は
２
器
だ

が
、
ど
ん
ど
ん
増
や
し
て
い

き
た
い
。

　

那
珂
市
も
東
海
村

や
水
戸
市
と
同
じ
よ

う
に
小
学
校
で
の
国
際
理
解

英
語
教
育
を
開
始
さ
れ
た
こ

と
は
、
３
月
定
例
議
会
で
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
初
め
て
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
モ
デ
ル
校

を
選
定
し
、
試
験
的
に
開
始

し
ま
し
た
。
小
学
生
の
時
期

か
ら
本
場
の
英
語
に
触
れ
る

機
会
を
与
え
る
こ
と
は
重
要

で
あ
り
ま
す
。
来
年
度
も
発

展
的
に
継
続
し
、
他
市
に
負

け
な
い
よ
う
な
小
学
生
を
育

て
て
頂
き
た
い
。

　

教
育
長　

試
験
的

に
実
施
し
て
い
る
英

語
指
導
教
育
事
業
は
児
童
が

楽
し
み
な
が
ら
外
国
語
や
生

活
・
文
化
に
慣
れ
た
り
、
親

し
ん
だ
り
し
、
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

意
欲
・
態
度
を
育
成
す
る
目

的
を
持
っ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
通
し
て
英
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
国
際

理
解
教
育
を
推
進
す
る
上
で

き
わ
め
て
有
意
義
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
状
況
か

ら
、
児
童
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
交

流
活
動
は
好
評
を
得
て
お

り
、
来
年
度
は
英
語
指
導
助

手
を
２
名
に
増
員
し
て
継
続

し
て
い
き
た
い
。

��������

�

� 来
年
度
は
２
器
購
入
し
、
今
後
も
計
画
的
に
配
備
し
た
い

Ａ
Ｅ
Ｄ
導
入
で
高
救
命
率
の
那
珂
市
と
す
べ
き
だ
！

好
評
で
あ
り
、
来
年
度
は
２
名
に
増
員
し
継
続
し
た
い

小
学
校
で
の
英
語
教
育
を
更
に
発
展
さ
せ
て
頂
き
た
い

�

�

����
１．「救命の連鎖」の確立につ

いて
２．小中学校での英語指導に

ついて

▲AED(Automated External Defibrillator)
　救急救命講習会の一例

▲ALTによる国際理解英語教育授業（菅谷西小学校） ���� ��
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少
子
化
問
題
に
つ

い
て
は
、
社
会
問
題

と
し
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
小
学
校
入

学
時
に
は
入
学
の
準
備
品
、

入
学
後
の
教
材
等
を
購
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
又
、
中

学
校
に
お
い
て
は
授
業
等
に

使
う
教
材
、
あ
る
い
は
登
下

校
時
の
服
装
等
に
つ
い
て
、

最
近
の
義
務
教
育
費
が
か
か

り
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

小
学
校
に
お
い
て
は
見
直
し

����
１．入学時の準備物及び登下

校時の服装について
２．AED（自動体外式除細動

器）の設置について
３．資源物の処理及び清掃と

ごみ収集について

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
学

校
間
の
不
公
平
を
な
く
す
意

味
か
ら
保
護
者
の
教
育
費
の

軽
減
の
た
め
、
学
校
で
準
備

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

か
。

　

教
育
長　

義
務
教

育
下
に
お
け
る
保
護

者
の
負
担
軽
減
、
こ
れ
は
十

分
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
、
児

童
、
生
徒
が
本
当
に
自
分
の

教
育
活
動
を
喜
ん
で
、
伸
び

伸
び
と
す
る
こ
と
に
ど
れ
だ

け
関
係
し
て
く
れ
る
か
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
学

校
で
の
購
入
に
つ
い
て
は
十

分
検
討
し
、
保
護
者
と
意
見

交
換
を
し
、
要
望
を
聞
い

て
、
児
童
、
生
徒
の
教
育
効

果
、
そ
れ
を
基
本
的
に
指
示

を
し
、
指
導
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
ま
で
何
回
と
な

く
祝
祭
日
の
完
全
収

集
に
つ
い
て
は
質
問
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ハ
ッ
ピ
ー
マ

ン
デ
ー
の
実
施
か
ら
２
年
近

く
な
り
ま
す
。
約
束
で
は
、

実
施
後
、
一
年
間
検
討
し
完

全
収
集
し
ま
す
と
、
答
弁
さ

れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

２
年
近
い
間
、
ど
の
様
な
検

討
を
し
て
き
た
の
か
。　

年
１８

度
も
４
月
、
５
月
の
連
休
が

ま
た
来
る
わ
け
で
、
大
変
な

苦
情
処
理
に
追
わ
れ
る
わ
け

で
、
来
年
度
は
、
教
訓
を
踏

ま
え
、
連
休
の
対
処
は
ど
の

様
に
し
て
い
く
の
か
。

　

経
済
環
境
部
長　

菅
谷
地
区
の
回
収
日

が
２
回
連
続
で
休
日
に
当
り

大
変
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し

た
。　

年
度
も
２
回
続
け
て

１８

回
収
で
き
な
い
地
区
が
あ
り
、

み
ど
り
の
日
、
憲
法
記
念
日

の
い
ず
れ
か
回
収
で
き
る
よ

う
調
整
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
長　

一
部
の
地
域
や
祝

祭
日
の
み
実
施
は
混
乱
を
招

き
ま
す
の
で
、
平
成　

年
度

１８

に
、
次
の
年
の
週
２
回
の
収

集
完
全
実
施
を
前
提
に
準
備

を
進
め
、
平
成　

年
度
か
ら

１９

完
全
実
施
に
向
け
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

�

�

�

�

義
務
教
育
下
に
お
け
る
保
護
者
負
担
を
考
慮
す
る

義
務
教
育
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
策
を

完
全
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め
、　

年
度
に
実
施

１９

ご
み
の
祝
祭
日
完
全
収
集
は
い
つ
か
ら
な
の
か

▲中学生の下校（那珂４中）

▲ごみステーション（菅谷地区）

���� ��



１３ 那珂市 議会だより

　

今
日
さ
ま
ざ
ま
な

時
代
背
景
の
要
因

で
、
少
子
化
が
進
ん
で
お
り

ま
す
が
、
同
じ
地
域
の
幼
児

を
保
育
す
る
と
い
う
認
識
の

も
と
に
幼
稚
園
児
、
保
育
園

児
の
合
同
ク
ラ
ス
を
編
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
幼
児
期
か

ら
多
く
の
人
と
接
し
、
社
会

性
や
創
造
性
を
育
む
機
会
を

提
供
し
、
保
護
者
の
子
育
て

へ
の
不
安
解
消
に
努
め
る
と

と
も
に
、
利
用
し
や
す
い
制

度
を
実
施
し
、
少
子
化
に
対

応
し
た
保
育
環
境
を
整
備
す

る
と
い
う
幼
保
一
体
運
営
を

目
指
す
こ
と
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
が
対
象
地
区
エ
リ
ア

は
ど
こ
の
地
区
な
の
か
伺
い

ま
す
。

　

ま
た
、
幼
保
一
元
教
育
施

設
の
供
用
開
始
年
度
は
い
つ

ご
ろ
を
目
途
に
さ
れ
て
お
ら

れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。　

　

教
育
次
長　

幼
保

一
元
化
の
対
象
地
区

は
、
那
珂
市
全
体
を
対
象
と

し
調
査
検
討
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

幼
保
一
元
化
推
進
検
討
委

員
会
の
検
討
結
果
を
ふ
ま
え

平
成　

年
度
ま
で
に
は
開
園

２２

で
き
ま
す
よ
う
計
画
を
進
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

那
珂
市
民
と
し
て

Ｉ
Ｔ
化
の
時
代
、
公

平
に
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
訳
で
す
が
、
地
域

格
差
が
お
き
て
い
る
現
在
の

状
況
を
解
消
す
る
た
め
、
行

政
よ
り
業
界
へ
の
働
き
か
け

等
は
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
立
地
企
業
情
報
通

信
基
盤
整
備
事
業
が
平
成　
１７

年
度
よ
り
施
行
さ
れ
、
工
業

団
地
へ
の
立
地
企
業
に
対
し

て
情
報
通
信
基
盤
整
備
に
係

る
初
期
費
用
に
対
し
て
県
が

４
分
の
１
、
市
町
村
が
４
分

の
１
の
補
助
を
し
て
い
ま

す
。
残
地
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

付
加
価
値
を
高
め
る
観
点
か

ら
補
助
率
ア
ッ
プ
の
考
え
は

な
い
か
伺
い
た
い
。

　

　

市
長
公
室
長　

格

差
解
消
の
た
め
に
、

県
が
主
体
と
な
り
、
Ｂ
Ｂ

（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）環
境
整

備
対
策
研
究
会
が　

年
２
月

１７

よ
り
開
催
さ
れ
て
お
り
、
本

市
も
参
加
を
し
て
格
差
是

正
、
解
消
に
向
け
積
極
的
に

働
き
か
け
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
長　

工
業
団
地
で
は
、

既
に
２
社
が
補
助
を
受
け
ず

に
整
備
し
て
い
る
の
で
補
助

率
ア
ッ
プ
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
。

��������

�

� 平
成　

年
ま
で
に
供
用
開
始
を
め
ざ
し
た
い

２２

幼
保
一
元
化
教
育
施
設
供
用
開
始
の
目
途
年
度
は

Ｂ
Ｂ
環
境
整
備
対
策
研
究
会
で
要
望
し
て
お
り
ま
す

Ｉ
Ｔ
化
時
代
、
地
域
格
差
解
消
の
働
き
か
け
を

�

�

����
１．幼保一元教育について
２．高速インターネットエリ

アの地域格差是正につい
て

���� ��

▲芳野幼稚園

▲高速インターネットはとても便利（那珂市役所）



那珂市 議会だより １４

��������

　

当
市
の
財
政
状
況

に
つ
い
て
は
年
々
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
と
広
報

「
な
か
」　

月
号
で
述
べ
ら
れ

１１

て
お
り
ま
す
。
税
収
減
と
義

務
的
経
費
の
増
大
化
に
よ
る

投
資
的
経
費
の
減
少
、
即
ち

財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で

事
務
事
業
の
見
直
し
、
経
費

の
削
減
、
合
理
化
に
努
め
財

政
の
再
建
に
向
か
っ
て
長
期

����
１．平成１７年度上半期におけ

る事務事業の見直しや経
費の削減について

的
に
着
実
に
、
地
道
に
実
行

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
最
近
に
お

け
る
見
直
し
の
具
体
的
事
項

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

事

務
事
業
の
見
直
し
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
１５

か
ら
導
入
し
て
い
る
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
な
が

ら
、
今
後
と
も
実
施
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
な
お
平
成　

年
に
つ
き

１７

ま
し
て
は
試
行
的
に
平
成　
１６

年
の
事
務
事
業
評
価
と
し
ま

し
て
、
１
４
９
事
業
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
中
で
や
り
方
の
改
善
な

ど
見
直
し
を
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
事
業
に
つ
い
て
は
表

彰
事
業
、
あ
る
い
は
漏
水
待

機
委
託
事
業
な
ど　

事
業
が

５８

あ
り
ま
し
た
。

　

経
費
削
減
策
と
し

て
補
助
金
の
整
理
、

あ
る
い
は
公
用
車
の
管
理
・

旅
費
の
見
直
し
等
、
実
施
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

行
政
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る

各
種
団
体
に
お
い
て
も
市
の

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え

て
、
と
も
に
痛
み
を
分
け
合

う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
大
変

で
し
ょ
う
が
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。
つ
い
て
は
本
年
度

の
補
助
金
総
額
と
そ
の
団
体

数
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

　

総
務
部
長　

平
成

　

年
度
当
初
予
算
で

１７

計
上
し
た
補
助
団
体
は　

団
５１

体
で
あ
り
ま
す
。
行
政
改
革

実
施
計
画
に
も
と
づ
き
、
平

成　

年
度
の
補
助
金
額
を
基

１５
準
に
し
て
、
平
成　

・　

・

１６

１７

　

年
の
３
ヵ
年
計
画
で　

％

１８

１０

の
額
を
削
減
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成　
１８

年
度
は
そ
の
最
終
年
度
で
あ

り
、
具
体
的
に
は
、
平
成　
１５

年
の
補
助
金
の
総
額
は
９
、

５
５
６
万
円
、
平
成　

年
度

１８

の
補
助
金
総
額
は
８
、６
１

７
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
平
成　

年
の
補
助
金
か

１５

ら
約
９
０
０
万
円
の
減
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

�

�

�

�

継
続
的
に
抜
本
的
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
た
い

事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

平
成　

年
か
ら
３
ヵ
年
計
画
で
実
施
し
て
い
る

１６

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
の
整
理
合
理
化
に
つ
い
て

▲行政評価システムの基本的なイメージ

補助金削減計画 

平成１８年度 
８，６１７万円 

１０％削減 
平成１５年度 
９，５５６万円 

▲３年間で１０％の補助金を削減します

現状（Ｄo） 評価（Ｓee） 

基本方針 
（Ｐlan） 

���� ��



１５ 那珂市 議会だより

����
１．平成１８年度の予算編成に

ついて

��������

　

合
併
後
の
新
年
度

予
算
編
成
は
、
１
年

間
の
指
針
を
決
定
し
、
市
発

展
に
直
結
す
る
大
切
な
作
業

で
す
。

　

こ
の
合
併
を
き
っ
か
け
に

新
し
い
予
算
編
成
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
一
律
削
減
に
陥
り

や
す
い「
シ
ー
リ
ン
グ
方
式
」

を
廃
止
し
、
前
年
度
予
算
に

ま
っ
た
く
と
ら
わ
れ
な
い

「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
方
式
」を
導
入

す
べ
き
で
す
。
そ
こ
で
、
必

要
な
事
業
な
ど
に
対
し
て
は

優
先
配
分
し
、
ま
た
、
事
務

事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
活
用

で
は
、
思
い
き
っ
た
見
直
し

を
図
り
、
政
策
の
重
点
を
反

映
し
た
「
メ
リ
ハ
リ
予
算
」

を
実
現
す
べ
き
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
本
市
の
生
活

道
路
の
整
備
状
況
は
、
改
良

率
、
舗
装
率
と
も
極
め
て
低

く
、
劣
悪
な
状
態
で
長
期
間

放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
市
民
の
要
望
が
も
っ
と

も
多
い
生
活
道
路
整
備
事
業

の
工
事
費
に
は
、
年
次
計
画

を
設
定
し
優
先
的
に
３
億
円

以
上
の
予
算
配
分
す
る
こ
と

を
要
望
し
ま
す
。

　

市
長　

市
民
の
要

望
が
多
い
生
活
道
路

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
計
画

的
に
ま
た
長
期
的
に
予
算
を

配
分
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
度
の
日
本
経

済
は
、
前
年
の
停
滞

状
態
を
経
て
再
び
回
復
軌
道

に
乗
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
マ
ク

ロ
の
数
字
の
話
で
あ
っ
て
、

ミ
ク
ロ
に
観
察
す
れ
ば
、

「
格
差
社
会
」が
進
行
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
に
お
い
て

は
、
税
収
の
減
収
や
地
方
交

付
税
の
減
額
な
ど
で
、
財
政

運
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

地
方
分
権
化
で
の
地
域
の

蓄
え
を
実
現
さ
せ
る
一
つ
の

有
効
手
段
と
し
て
、
住
民
参

加
型
の
ミ
ニ
市
場
公
募
債
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
対
象

と
な
る
事
業
も
明
確
に
公
表

さ
れ
、
不
安
な
く
市
民
も
購

入
で
き
、
自
治
体
と
し
て
も

資
金
調
達
の
多
様
化
が
図
れ

る
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
道
路
、
学
校

等
の
整
備
事
業
や
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

充
て
る
こ
と
の
で
き
る
「
那

珂
市
民
債
」
の
発
行
を
提
案

し
ま
す
。

　

総
務
部
長　

こ
の

住
民
参
加
型
の
ミ
ニ

市
場
公
募
債
の
発
行
は
、
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
た
め
、
今
後

十
分
調
査
研
究
し
て
検
討
し

ま
す
。

�

� 計
画
的
に
長
期
的
に
予
算
を
配
分
す
る

生
活
道
路
の
工
事
費
に
３
億
円
以
上
の
予
算
配
分
を

発
行
に
あ
た
っ
て
は
、
今
後
十
分
調
査
し
検
討
す
る

新
財
源
の
確
保
と
し
て
市
民
債
の
発
行
を
提
案
す
る

�

�

▲住宅周辺の生活道路（菅谷地区）

▲ひたちなか市民債発行パンフレット（ひたちなか市） ��� � ��



那珂市 議会だより １６

����
１．法定外公共物の維持管理

と有効利用について

��������

▲水路が埋まっている（菅谷地区）

　

下
菅
谷
地
区
は
区

画
整
理
事
業
を
見
直

し
、
地
区
計
画
に
よ
る
街
づ

く
り
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
域
排
水
等
の
水

路
整
備
計
画
は
ま
だ
出
来
て

お
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
Ｊ

Ｒ
水
郡
線
の
鉄
道
建
設
に
伴

い
、
下
菅
谷
駅
付
近
で
水
路

が
分
断
さ
れ
、
ま
た
国
道
３

４
９
バ
イ
パ
ス
工
事
に
よ
り

流
末
水
路
が
分
断
さ
れ
排
水

機
能
を
喪
失
し
た
ま
ま
、
長

い
間
放
置
さ
れ
て
お
り
、
市

民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
お
り
早
急
な
整
備
が

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
法
定
外
公
共
物
で
あ

る
里
道
及
び
水
路
等
の
譲
与

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

建
設
部
長　

水
路

の
機
能
回
復
に
つ
い

て
は
、
排
水
機
能
が
阻
害
さ

れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
現

地
調
査
を
行
い
、
地
域
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
法
定
外
道
路
の
譲

与
状
況
に
つ
い
て
は
、
旧
那

珂
町
が
９
、８
５
６
箇
所
、

旧
瓜
連
町
が
１
８
４
箇
所
、

ま
た
、
水
路
の
譲
与
に
つ
い

て
は
、
旧
那
珂
町
が
４
、６

３
３
箇
所
、
旧
瓜
連
町
が

１
、１
３
０
箇
所
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

大
井
川
幹
線
排
水

路
に
お
い
て
竹
や
雑

草
が
繁
茂
し
て
お
り
、
排
水

機
能
が
低
下
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
道
路
敷
き
の
一

部
が
竹
薮
と
化
し
て
お
り
、

こ
の
た
め
、
道
路
沿
い
に
設

置
さ
れ
て
い
る
防
犯
灯
が
竹

の
影
響
で
幾
度
と
な
く
、
破

損
し
、
防
災
や
防
犯
上
の
問

題
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
機
能
を
有
し
て
い
な
い

里
道
に
つ
い
て
は
、
民
有
地

と
交
換
し
、
市
道
の
隅
切
り

等
、
公
共
福
祉
の
た
め
に
効

率
的
運
用
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
、
さ
ら
に
未
利
用
溜

池
を
含
む
公
有
財
産
に
つ
い

て
は
市
民
生
活
に
直
結
す
る

県
営
住
宅
誘
致
に
本
腰
を
入

れ
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。　

経
済
環
境
部
長　

土
地
改
良
区
施
設
の

維
持
管
理
費
が
年
々
増
大
し

苦
慮
し
て
お
り
ま
す
が
、
排

水
機
能
や
防
災
等
に
支
障
が

あ
る
よ
う
な
緊
急
箇
所
は
早

め
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

市
長　

未
利
用
の
公
共
財

産
に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改

革
実
施
計
画
に
お
い
て
未
利

用
財
産
の
活
用
と
処
分
を
実

施
項
目
に
上
げ
て
お
り
ま
す

の
で
そ
の
中
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

�

�

�

�

現
地
調
査
の
上
、
地
域
と
連
携
を
図
り
対
応

分
断
さ
れ
た
水
路
の
早
急
な
排
水
機
能
の
回
復
を

道路境界杭 

▲道路内にまで張り出した竹やぶ（菅谷地区）

実
施
計
画
に
よ
り
未
利
用
財
産
の
活
用
と
処
分
を
検
討

公
共
財
産
を
公
共
福
祉
の
た
め
に
効
率
的
運
用
を ���� ��
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１．合併一年後の総括につい
て

２．下水道整備について

　

少
子
対
策
、
新
市

計
画
に
よ
り
ま
す

と
、　

年
に
想
定
し
た
人
口

１７

は
、
約
５
万
５
、９
０
０
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
８
月

の
常
住
人
口
は
５
万
５
、５

６
９
人
、
既
に
計
画
の
数
字

を
若
干
下
回
っ
て
お
り
ま

す
。
計
画
の
最
終
年
度
、
平

成　

年
の
人
口
は
、
５
万

２７
６
、５
０
０
人
と
推
定
し
て

お
り
ま
す
。　

年
間
で
６
０

１０

０
人
し
か
増
え
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
人
口
を
増
加
さ

せ
る
と
の
観
点
か
ら
少
子
対

策
は
当
面
行
政
に
と
っ
て
最

も
重
要
な
問
題
と
思
い
ま

す
。
人
口
の
増
加
が
地
域
の

勢
い
と
市
の
発
展
の
度
合
い

に
比
例
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

少
子
対
策
と
し
て
来
年
度

は
ど
の
様
な
対
策
を
考
え
て

い
る
か
伺
い
た
い
。

　

保
健
福
祉
部
長　

国
に
お
い
て
も
最
重

点
課
題
と
し
て
、
本
市
に
お

き
ま
し
て
も
、
市
民
と
行
政

の
協
働
の
も
と　

年
度
に
つ

１８

き
ま
し
て
は
、
子
育
て
支
援

事
業
を
重
点
事
業
と
し
て
、

休
日
に
保
育
所
等
を
開
放
し

て
交
流
拠
点
づ
く
り
、
菅
谷

東
学
童
保
育
施
設
の
整
備
、

幼
保
一
元
化
施
設
の
検
討
、

少
子
化
対
策
に
寄
与
す
る
事

業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

▲額田保育所の「ほし」組さん（１･２歳児）

　

新
市
の
建
設
計
画

に
よ
り
ま
す
と
、
公

共
下
水
道
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
公
共
下
水
道
の
整
備
促

進
を
図
り
ま
す
と
記
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
目
標
年
次
に

ど
の
程
度
の
普
及
率
に
ま
で

引
き
上
げ
る
の
か
。

　

地
域
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
整
備
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
、
今
後
の
新
た
な

区
域
に
つ
い
て
、
事
業
を
達

成
す
る
た
め
ど
の
様
に
し
て

行
く
の
か
伺
い
た
い
。

　

上
下
水
道
部
長　

整
備
の
目
標
年
次

は
、
平
成　

年
度
に
計
画
し

１５

た
生
活
排
水
ベ
ス
ト
プ
ラ
ン

の
中
で
、
公
共
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
、
合
併
浄
化

槽
、
３
つ
の
事
業
で
、
平
成

　

年
度
に
、
処
理
人
口
４
万

３２３
、４
０
０
人
、
整
備
率　
８２

％
を
計
画
し
て
い
る
。
概
算

の
事
業
費
は
、
旧
那
珂
町
分

で
約
５
３
０
億
５
、６
０
０

万
で
あ
り
、
補
助
削
減
や
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
事
業

計
画
の
見
直
し
も
予
想
さ
れ

る
。　

　

来
年
度
よ
り
公
共
下
水
道

審
議
会
を
設
置
し
、
審
議
会

を
通
し
て
次
期
の
事
業
認
可

区
域
に
つ
い
て
、
審
議
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

�
　

年
度
は
子
育
て
支
援
事
業
を
重
点
事
業
と
し
て

１８少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て

３
事
業
を
組
み
合
わ
せ
生
活
排
水
処
理
の
普
及
促
進

下
水
道
に
つ
い
て
早
急
な
整
備
を

�

�

▲下水道工事（横堀地区） ���� ��
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１．公共下水道整備事業につ

いて
２．春日川改修整備について
３．体験学習について
４．那珂市文化祭について

▲下水道工事（中里地区）

　

生
活
環
境
の
改
善

と
公
共
用
水
域
の
水

質
汚
濁
防
止
を
図
る
上
で
極

め
て
重
要
な
施
設
で
あ
る
公

共
下
水
道
で
す
が
、
那
珂
市

と
し
て
の
事
業
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。
瓜
連
地
区
の

現
在
の
実
施
状
況
、
瓜
連
駅

西
地
区
の
道
路
改
良
事
業
に

合
わ
せ
て
の
整
備
計
画
、
ま

た
下
大
賀
地
区
の
今
後
の
実

施
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。　

上
下
水
道
部
長　

瓜
連
地
区
の
整
備
の

概
要
は
、
全
体
計
画
５
１
２

　

の
内
、
現
在
は
、
認
可
区

ha域
２
５
７　

の　

％
の
整
備

ha

９０

率
で
す
。

　

下
大
賀
地
区
は
、
今
年　
１２

月
９
日
に　
　

の
認
可
が
決

３０
ha

定
し
、　

年
度
に
実
施
計

１８

画
、　

年
度
に
工
事
に
入
る

１９

予
定
で
す
。

　

瓜
連
駅
西
地
区
は
、　

年
１８

度
よ
り
実
施
し
、
道
路
改
良

事
業
に
合
わ
せ
て
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
地
域
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
設
置
さ
れ
る

下
水
道
事
業
審
議
会
に
お
い

て
、
区
域
を
決
定
し
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

春
日
川
は
、
静
の

た
め
池
か
ら
、
瓜
連

地
区
の
中
央
を
流
れ
、
門
部

地
区
の
谷
津
川
へ
と
つ
な
が

る
約
４
キ
ロ
の
川
で
す
が
、

所
に
よ
っ
て
は
大
雨
に
よ

り
、
水
か
さ
も
増
え
、
近
く

の
住
民
は
不
安
で
、
今
ま
で

何
度
も
旧
瓜
連
町
に
要
望
を

し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
今

後
の
整
備
の
計
画
予
定
、
国

道
１
１
８
号
線
よ
り
上
流
地

域
に
つ
い
て
の
今
後
の
対
応

な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

建
設
部
長　

春
日

川
に
つ
い
て
は
、
土

地
改
良
事
業
で
農
業
用
排
水

路
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
が

市
街
化
区
域
の
中
を
流
れ
る

た
め
、
市
街
地
か
ら
の
雨
水

排
水
が
流
入
し
て
お
り
、
普

通
の
河
川
と
い
う
位
置
づ
け

で
す
。
当
面
の
期
間
に
つ
い

て
は
、
排
水
機
能
上
、
阻
害

さ
れ
る
よ
う
な
箇
所
に
つ
い

て
は
、
機
能
回
復
と
い
う
見

地
か
ら
現
地
を
調
査
し
て
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

経
済
環
境
部
長　

住
民
に

対
し
、
危
険
性
の
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
対
応

す
る
よ
う
、
那
珂
中
部
土
地

改
良
区
と
協
議
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

�

�

�

�

下
大
賀
地
区　

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
実
施
計
画
が
決
定

３０

公
共
下
水
道
整
備
事
業
の
今
後
の
実
施
計
画
に
つ
い
て

▲春日川（瓜連地区）

現
地
を
調
査
し
て
対
応
し
て
い
き
ま
す

春
日
川
周
辺
の
改
修
整
備
事
業
に
つ
い
て

か 

す 

が
わ

���� ��



１９ 那珂市 議会だより

　

合
併
以
来
新
市
運

営
も
順
調
だ
が
行
政

運
営
に
は
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

（
総
合
計
画
）が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
旧
両
町
の
合
併
に
よ

る
総
合
計
画
の
未
消
化
分
は

新
市
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
た
ま
た
ま

今
議
会
に
行
政
改
革
大
綱
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
行
革
が
行

政
に
取
り
込
ま
れ
る
と
新
市

の
発
展
性
が
見
え
に
く
く
な

る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
当
面

行
革
期
間
中
（
３
年
）
を
暫

定
期
間
と
し
て
総
合
計
画
を

策
定
す
る
考
え
は
。

　

ま
た
、
総
合
計
画
策
定
の

た
め
の
事
務
局
の
準
備
体
制

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

那

珂
市
行
政
改
革
大
綱

は
、
行
革
を
推
進
す
る
た
め

の
指
針
で
あ
り
、
対
す
る
総

合
計
画
は
す
べ
て
の
分
野
に

お
け
る
行
政
運
営
の
指
針
と

し
て
作
成
す
る
も
の
で
性
格

が
違
い
ま
す
。
暫
定
計
画
を

策
定
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。
那
珂
市
行
革
大
綱
の
理

念
は
、
新
総
合
計
画
に
も
反

映
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
ま

す
。
尚
、
新
市
の
総
合
計
画

は
平
成　

・　

年
度
に
か
け

１８

１９

て
作
成
す
る
計
画
で
あ
り
、

策
定
委
員
会
に
は
住
民
代
表

を
メ
ン
バ
ー
に
含
め
る
方
向

で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　

合
併
特
例
債
は
国

も
県
も
合
併
の
魅
力

と
し
て
力
を
入
れ
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
当
然
新
市
の
長

期
的
な
歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン

ス
の
問
題
も
あ
る
が
特
例
債

は
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

人
口
が
増
え
企
業
誘
致
も
増

え
必
然
的
に
経
済
発
展
が
期

待
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
特
例
債
は
交
付
税
に
導

入
さ
れ
る
有
利
性
も
あ
り
ま

す
。
合
併
の
特
典
と
し
て
あ

る
程
度
利
用
す
る
こ
と
が
得

策
と
思
い
ま
す
が
執
行
部
の

基
本
的
な
考
え
方
を
伺
い
ま

す
。

　

市
長
公
室
長　

合

併
特
例
債
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方
は
３
点
に

絞
っ
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

１
、
今
後
優
先
度
の
高
い
主

要
な
事
業
に
つ
い
て
適
用
可

能
な
限
り
活
用
を
図
っ
て
い

く
。

２
、
合
併
特
例
債
は
本
質
的

に
は
借
金
で
あ
る
こ
と
を
配

慮
し
、
合
併
特
例
債
の
活
用

を
見
越
し
て
新
規
事
業
は
行

わ
な
い
こ
と
。

３
、
特
に
活
用
限
度
額
等
の

設
定
は
行
わ
な
い
。

�

� 行
革
大
綱
の
理
念
は
新
市
総
合
計
画
に
反
映
さ
れ
る
も
の

新
那
珂
市
の
総
合
計
画
と
行
政
改
革
の
整
合
性
を
問
う

特
例
債
は
利
用
範
囲
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す

合
併
特
例
債
の
特
典
を
活
用
す
べ
き
と
思
う

�

�

��������

����
１．新那珂市建設計画について
２．平成１７年度一般会計等執

行状況について
３．瓜連商店街の活性化について
４．水田農業構造改革推進事業
５．新型のインフルエンザ対

策について

▲旧那珂町と旧瓜連町の総合計画書

���� ��

　合併年度から１０ ヵ年に限り、合併に関する事

業の財源として借り入れることができる地方債

です。事業費の約９５％まで借り入れすることが

でき、その元利償還金の７０％が地方交付税に

よって措置されます。

　とても有利な条件で資金を調達することがで

きるものですが、対象事業について制限があ

り、合併市町村の一体性の確立をはかること

や、合併市町村の均衡ある発展に資するためな

どの公共施設整備事業についてしか利用できま

せん。

合併特例債とは？



那珂市 議会だより ２０

　

６
月
の
議
会
で
設

置
を
要
望
し
た
、
新

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
明
記

さ
れ
て
い
る
公
共
施
設
検
討

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
既
存
の
施
設
を
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
は
大
き
な
課

題
で
す
。
委
員
は
ど
の
よ
う

な
視
点
で
構
成
さ
れ
た
の

か
、
ど
の
施
設
を
検
討
し
て

い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
活

用
に
つ
い
て
は
既
に
市
と
し

て
の
方
針
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
施
設
を
効
率
的
に
活

用
す
る
に
は
多
様
化
す
る
住

民
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
施
設
利
用
者
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
客

観
的
な
デ
ー
タ
を
十
分
に
集

め
て
か
ら
検
討
す
る
方
が
よ

ろ
し
い
の
で
は
な
い
か
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

　

市
長
公
室
長　

施

設
利
用
の
立
場
か
ら

住
民
代
表
５
名
と
施
設
管
理

の
立
場
か
ら
市
職
員
な
ど　
１０

名
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
中

央
公
民
館
、
総
合
セ
ン
タ
ー

ら
ぽ
ー
る
、
法
務
局
跡
地
な

ど
の
７
施
設
で
す
。
市
と
し

て
は
白
紙
の
状
態
か
ら
検
討

す
る
意
向
で
す
。
住
民
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
検
討
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す

　

平
成　

年
６
月
に

１７

食
育
基
本
法
が
成
立

し
、
健
全
な
食
生
活
を
営
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
食
に
関
わ
る
活
動
へ
の

感
謝
を
深
め
地
産
地
消
を
推

進
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
食
育
の
重
要
性
が

高
ま
る
中
、
瓜
連
小
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
瓜
連
給
食
セ
ン

タ
ー
の
存
続
と
食
育
の
充
実

を
願
う
要
望
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
瓜
連
給
食
セ
ン

タ
ー
で
は
地
元
の
新
鮮
な
食

材
を
用
い
た
り
、
子
ど
も
達

が
収
穫
し
た
作
物
を
調
理
す

る
な
ど
豊
か
な
人
間
性
を
育

む
給
食
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
食
育
基
本
法
に
則
っ
た

こ
の
よ
う
な
給
食
を
那
珂
市

全
体
に
広
げ
て
い
く
こ
と
を

提
言
い
た
し
ま
す
。

　

教
育
長　

給
食
は

子
ど
も
の
健
康
増
進

の
み
な
ら
ず
、
学
力
向
上
に

も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
安
全
で
新
鮮
な
食
材

を
可
能
な
限
り
使
用
し
、
お

い
し
く
楽
し
い
給
食
の
提
供

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

市
長　

児
童
生
徒
一
人
一

人
を
健
康
で
心
豊
か
に
育
む

た
め
に
食
育
の
推
進
に
努
め

学
校
給
食
の
よ
り
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

�

�

�

�

そ
の
よ
う
な
方
向
で
考
え
て
い
る

住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
公
共
施
設
活
用
の
検
討
を

よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る

食
育
基
本
法
に
基
づ
い
た
学
校
給
食
の
実
施
を

��������

����
１．行政改革の実施について
２．食育基本法に基づく取り

組みについて

▲現在、菅谷保育所職員駐車場として利用しています
　（水戸地方法務局那珂出張所跡地）

▲ランチルームで給食（瓜連小）

���� ��



２１ 那珂市 議会だより

��������

����
１．河川の改修について
２．道路整備について

　

早
戸
川
の
改
修
事

業
は
県
営
事
業
で
す

が
、
那
珂
市
に
と
っ
て
大
変

重
要
な
雨
水
排
水
の
河
川
で

あ
る
と
同
時
に
、
水
田
耕
作

者
に
と
っ
て
は
一
日
も
早
い

改
修
が
望
ま
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
早
戸
川

上
流
の
大
井
川
、
両
宮
排
水

路
の
流
域
地
区
は
、
菅
谷
、

芳
野
地
区
の
全
域
並
び
に
後

台
、
木
崎
、
神
崎
地
区
の
一

部
が
、
雨
水
排
水
の
流
域
で

那
珂
市
の
３
分
の
１
近
い
面

積
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
早
戸
川
の
改
修
に
つ
い

て
、
現
在
ま
で
の
整
備
状
況

を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　

建
設
部
長　

早
戸

川
の
整
備
状
況
で
ご

ざ
い
ま
す
が
平
成　

年
末
に

１６

お
け
る
改
修
工
事
の
進
捗
状

況
で
す
が
全
体
の
改
修
延
長

は
、
３
、５
５
０ 
ｍ
で
、
２
、

４
６
０ 
ｍ
が
完
成
し
、
本
年

度
１
９
０ 
ｍ
を
施
行
中
で

す
。
残
り
の
約
８
９
０ 
ｍ
の

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
４
年
後
の
完
成
を
目
標
に

今
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
道
路
改

良
を
随
分
や
っ
て
お

り
ま
す
が
そ
の
買
収
や
道
路

改
良
方
法
に
つ
い
て
は
、
統

一
的
な
考
え
が
な
い
た
め
問

題
が
あ
り
ま
す
。
例
を
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
る
道
路
に
つ

い
て
は
境
界
い
っ
ぱ
い
に
舗

装
工
事
を
行
い
、
地
主
に
喜

ば
れ
て
い
る
。
一
方
で
は
片

方　

セ
ン
チ
、
両
側
で
１
ｍ

５０
の
空
間
を
無
意
味
に
買
っ
て

活
用
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

道
路
改
良
工
事
の
中
で
地
域

に
よ
っ
て
く
わ
ど
め
（
土
留

め
）
が
あ
っ
た
り
、
な
か
っ

た
り
し
て
お
り
、
同
じ
用
地

協
力
者
に
平
等
の
対
応
を
し

て
ほ
し
い
。
き
ち
ん
と
く
わ

ど
め
を
や
れ
ば
、
風
が
吹
い

て
も
土
が
歩
道
や
側
溝
等
に

た
ま
ら
ず
、
き
れ
い
で
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　

建
設
部
長　

今
後

の
用
地
買
収
に
つ
き

ま
し
て
は
、
道
路
の
実
施
設

計
時
に
詳
細
な
協
議
や
現
地

調
査
を
し
、
余
分
な
幅
員
を

必
要
と
し
な
い
よ
う
に
精
査

し
て
、
今
後
は
買
収
し
た

い
。
く
わ
ど
め
の
基
準
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
特
に
陸
田

と
既
水
田
、
水
を
使
う
よ
う

な
所
は
く
わ
ど
め
を
施
工
し

て
お
り
ま
す
。

�

� 大
井
川
･
両
宮
排
水
路
合
流
ま
で
４
年
後
に
完
成
予
定

早
戸
川
改
修
の
見
通
し
に
つ
い
て

道
路
の
状
況
を
把
握
し
問
題
を
残
さ
な
い
対
応
す
る

道
路
幅
員
の
有
効
利
用
と
用
地
協
力
者
に
平
等
を

�

�

▲一級河川、大井川の現況

▲くわどめ（土留め）がなく、土砂が歩道へ ���� ��



那珂市 議会だより ２２

　

介
護
保
険
が
実
施

さ
れ
て
５
年
が
た

ち
、
今
そ
の
見
直
し
が
さ
れ

て
い
る
が
、
那
珂
市
の
場
合

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
決
算
で
、

１６

２
７
４
人
が
保
険
料
の
滞
納

を
し
て
い
る
が
、
今
後
、
更

に
保
険
料
が
引
き
上
げ
ら
れ

れ
ば
滞
納
者
が
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
市
独
自

に
保
険
料
の
減
免
制
度
を
つ

く
っ
て
は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

今
年　

月
か
ら
食

１０

費
、
居
住
費
が
介
護
保
険
の

適
用
外
と
な
り
、
特
養
施
設

へ
入
所
の
場
合
第
４
段
階

（
市
民
税
非
課
税
世
帯
以
外
）

の
人
で
は
、
現
在
１
か
月
の

費
用
が
月
額
５
万
２
、５
１

５
円
が
、
８
万
５
７
０
円
か

ら　

万
７
、
２
３
０
円
と
な

１２
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
現
在
の
基

準
月
額
２
、５
４
０
円
か
ら

　

％
増
の
、
約
１
、０
０
０

４０円
の
値
上
げ
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
介
護
保
険
料
が
納

め
ら
れ
な
く
て
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う

話
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
国

で
も
低
所
得
者
の
保
険
料
を

軽
く
す
る
よ
う
設
定
し
て
い

る
の
で
、
保
険
料
に
つ
い
て

は
、
そ
の
負
担
を
お
願
い
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

２
０
０
６
年
４
月

か
ら
新
し
く
始
ま
る

「
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
」に
つ

い
て
、
市
内
何
か
所
に
で
き

る
の
か
、
人
材
の
確
保
は
十

分
か
等
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

保
健
福
祉
部
長　

「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
市

内
を
３
つ
の
日
常
生
活
圏
域

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域

の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

受
託
法
人
の
中
か
ら
選
出
す

る
考
え
で
す
。
平
成　

・　
１８

１９

年
度
は
予
算
、
人
員
確
保
の

面
か
ら
、
市
役
所
内
に
直
営

で
一
か
所
設
置
し
、
日
常
生

活
圏
域
ご
と
に
３
か
所
の
サ

ブ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
サ
ブ
セ

ン
タ
ー
と
し
て
は
医
療
法
人

「
青
橙
会
」、
社
会
福
祉
法
人

「
ナ
ザ
レ
園
」、
社
会
福
祉
法

人
「
豊
潤
会
」
の
３
か
所
を

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
は
原
則
と
し
て
、

社
会
福
祉
士
１
名
、
保
健
師

１
名
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
１
名
の
配
置
が
必
要

で
す
が
、
十
分
な
体
制
が
と

れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
き
た

い
。
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
基
本
的
に
保
健
師
を
除

く
２
名
を
置
く
こ
と
で
合
意

を
求
め
て
い
ま
す
。

�

�

� �

　

％
値
上
げ
に
な
る
が
負
担
を
お
願
い
し
た
い

４０介
護
保
険
料
が
上
が
る
！

保
険
料
の
減
免
制
度
を

市
内
３
か
所
に
設
置
し
ま
す

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
設
置
は
ど
こ
に

��������

����
１．介護保険改正について

���� ��

（単位：円）改正前

負担合計食　費居 住 費利用者負担段階と負担金
２４，０００＝９，０００＋な　し＋１５，０００第 １ 段 階
３９，６００＝１５，０００＋な　し＋２４，６００第２・３段階
５２，５１５＝２３，４００＋な　し＋２９，１１５第 ４ 段 階
▼▼▼改正後H１７．１０～　▼
２４，０００
３９，０００
４９，０００

＝９，０００＋
　　　０
１５，０００
２５，０００

多床室
準個室
個　室

＋１５，０００第 １ 段 階

３７，０００
４２，０００
５２，０００

＝１２，０００＋
１０，０００
１５，０００
２５，０００

多床室
準個室
個　室

＋１５，０００第 ２ 段 階

５４，６００
８４，６００
９４，６００

＝２０，０００＋
１０，０００
４０，０００
５０，０００

多床室
準個室
個　室

＋２４，６００第 ３ 段 階

８０，５７０
１１７，２３０
１２７，２３０

＝４２，０００＋
１０，０００
５０，０００
６０，０００

多床室
準個室
個　室

＋２５，２３０～
２８，５７０第 ４ 段 階

介護保険利用者負担の改定（要介護５で特養入所者の例）

　高齢者が住み慣れた地域で、尊厳

のあるその人らしい生活を送るため

に、高齢者の生活を支える総合機関

として設置されます。

　主なサービス内容は以下のとおり

◎介護予防マネジメント

◎地域支援の総合相談

◎権利擁護、虐待の早期発見･防止

◎ケアマネジメント支援

地域包括支援センターとは？



２３ 那珂市 議会だより

��������

����
１．自治基本条例について

　

市
民
参
加
に
関
し

て
私
は
過
去
の
質
問

で
、
情
報
公
開
条
例
の
充
実

の
た
め
「
知
る
権
利
」
の
明

示
や
町
民
ボ
ッ
ク
ス
の
増
設

を
提
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、

住
民
自
治
に
関
し
て
町
政
懇

談
会
や
各
種
模
擬
議
会
の
充

実
と
さ
ら
な
る
工
夫
を
、
ま

た
企
業
会
計
的
手
法
で
あ
る

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
や
行
政
コ

ス
ト
計
算
書
の
作
成
や
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の

導
入
を
提
言
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
の
現
状
は
ど
う
で
す

か
。

　

市
民
公
室
長　

提

言
後
、
情
報
公
開
条

例
に
「
市
民
の
知
る
権
利
を

尊
重
」
と
い
う
文
言
を
追
加

し
、
市
民
ボ
ッ
ク
ス
は
増
設

し
て
現
在
９
ケ
所
の
公
共
施

設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
市

政
懇
談
会
は
参
加
し
や
す
い

日
時
、
場
所
、
回
数
等
を
考

え
、
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
女

性
議
会
は
今
年
開
催
し
、　
２４

名
の
参
加
を
得
、
代
表
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
と
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
は
平
成　

年
度
内
の
作

１８

成
、
公
表
を
考
え
て
い
ま

す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
は
行
政
改
革
大
綱
で
導

入
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。

　

近
年
、
自
治
基
本

条
例
を
制
定
す
る
自

治
体
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
自

治
基
本
条
例
と
は
、
自
治
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
と

と
も
に
、
主
権
者
で
あ
る
市

民
の
権
利
と
責
務
、
行
政
・

議
会
の
責
務
、
市
民
参
画
や

市
民
共
働
の
具
体
的
な
進
め

方
に
つ
い
て
示
す
も
の
で

す
。
ま
た
、
自
治
体
の
運
営

や
施
策
の
実
施
、
各
種
の
計

画
や
条
例
の
策
定
、
制
定
に

つ
い
て
は
自
治
基
本
条
例
の

遵
守
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

こ
の
条
例
は
最
高
規
範
性
を

有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
情
報
共
有
の
も
と
で
政

策
の
立
案
・
決
定
・
実
施
・

評
価
な
ど
の
各
プ
ロ
セ
ス
で

市
民
参
加
・
市
民
共
働
を
進

め
る
た
め
、
自
治
基
本
条
例

を
制
定
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　

市
長
公
室
長　

那

珂
市
総
合
計
画
等
に

基
づ
い
て
市
民
と
の
共
働
を

推
進
し
、
適
宜
そ
の
進
捗
状

況
を
評
価
し
て
い
く
と
と
も

に
、
市
民
へ
共
働
を
浸
透
さ

せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま

す
。
自
治
基
本
条
例
に
つ
い

て
は
、
す
ぐ
に
制
定
す
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
将
来

的
に
制
定
を
検
討
す
る
べ
き

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

�

� 施
策
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
進
展
さ
せ
て
い
る

過
去
に
提
言
し
た
市
民
参
加
施
策
の
進
捗
状
況
は

将
来
的
に
制
定
を
検
討
す
る
べ
き
と
認
識
し
て
い
る

市
民
共
働
推
進
の
た
め
自
治
基
本
条
例
の
制
定
を

�

�

▲市民ボックス（那珂総合公園）

▲最近は、自治基本条例を作成する自治体が増えています ���� ��
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清
水
洞
の
上
の
整

備
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
以
前
に
整
備
計
画
の
研

究
、
調
査
の
報
告
書
も
作
成

さ
れ
て
か
ら
、
大
分
年
月
が

経
過
し
て
お
り
ま
す
。
最

近
、
よ
う
や
く
上
溜
池
、
下

溜
池
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
は
、
清
水
寺
、

湧
水
池
、
那
珂
市
の
指
定
の

天
然
記
念
物
と
し
て
の
杉
等

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

周
辺
の
た
め
池
や
道
路
か
ら

の
雨
水
排
水
の
水
系
の
整
備

の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
清
水

洞
の
上
の
地
域
は
公
園
の
立

地
条
件
で
あ
る
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
の
ふ
さ
わ
し
い
地
域
で

す
。
整
備
促
進
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

経
済
環
境
部
長　

完
成
の
見
通
し
の
こ

と
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
県
や
国
な
ど
の
補
助
事

業
を
活
用
し
な
が
ら
、
財
政

当
局
と
も
協
議
を
進
め
ま
し

て
、
少
し
で
も
早
く
整
備
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

市
長　

要
望
と
し
て
聞
い

て
お
き
ま
す
。

　

那
珂
聖
苑
は
、
平

成　

年
４
月
よ
り
稼

１３

動
し
て
い
る
。
斎
場
が
大
小

と
も
狭
い
と
の
苦
情
が
あ

り
、
私
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

し
た
結
果
、
小
斎
場
が
１
０

０
名
、
大
斎
場
が
２
０
０
名

程
度
収
容
の
要
望
や
、
受
付

が
狭
い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ

た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

調
整
池
に
つ
い
て
は
濁
っ

た
水
で
鯉
が
い
て
も
わ
か
ら

な
い
。
清
水
に
す
れ
ば
、
景

観
や
環
境
が
良
く
、
静
寂
な

火
葬
・
告
別
式
が
行
わ
れ
る

斎
場
に
な
る
。

　

花
輪
も
５
基
程
度
、
場
外

に
入
れ
て
、
故
人
一
生
の
最

期
を
見
送
る
と
い
う
こ
と
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

葬
式
の
大

き
さ
に
よ
り
利
用
者

に
臨
機
応
変
に
や
っ
て
い
た

だ
く
。
受
付
は
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
を
使
用
し
て
戴

く
。
大
小
の
斎
場
に
つ
い
て

は
改
築
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

花
輪
と
霊
柩
車
は
絶
対
に

入
れ
る
な
と
い
う
よ
う
な
こ

と
で
地
元
と
の
約
束
を
し
て

い
る
。

　

経
済
環
境
部
長　

調
整
池

に
つ
い
て
は
施
設
に
と
っ
て

非
常
に
重
要
な
の
で
現
状
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

�

�

�

�

国
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
整
備
に
努
力
す
る

清
水
洞
の
上
地
区
の
整
備
に
つ
い
て

利
用
者
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
た
だ
く

那
珂
聖
苑
の
改
築
を
し
て
は

����
１．清水洞の上の整備につい

て
２．那珂聖苑について

▲清水洞の溜池（五台地区）

▲那珂聖苑の大式場

���� ��
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平成１７年第４回定例会では、２件の請願・陳情を審議しました。
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　請願の趣旨は、個人所得課税に伴う給与所得控除等の
縮小により、地域住民の暮らしを直撃することが消費経
済を冷え込ませ、地域経済の回復に深刻な影響を及ぼす
ことが懸念されるので、政府に対して着実な景気回復に
より税収の自然増をはかるとともに、歳出削減など国民
が納得できる歳出構造改革の実施を要請し、不公平税制
の是正の早期実施と国民の税負担に配慮した措置を講じ
ることを求めるものである。
　執行部より、平成１８年度の個人住民税の税制改正につ
いて説明を受けた後、各委員が意見を交換した。
　委員から近年の不況の影響で正規雇用者が減少すると
ともにパートや派遣労働者が増大して雇用形態が大きく
変化し、給与所得者と事業者との関係も崩れてきている
現状から、勤労世帯への安易な増税は好ましくはない
が、国の財政改革の中で幅広い見地に立ち、推移を見
守っていくべきではないかとの意見があった。
　更に、今回の税制改正は、国・地方の「三位一体改革」
の大きな柱の一つとして位置づけられていることから、
大局的に判断して政府の改革に期待したいとの意見も
あった。
　以上のような意見を集約して、採決を取ったところ、
全会一致でこの請願については、不採択とすべきもので
あると決定した。 （総務常任委員会）

提出者
水戸市梅香２－１－３９
　日本労働組合総連合会茨城県連合会
　会長　石井　　武
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　陳情の要旨は、那珂市福田地区は、公共下水道が
未整備なため、生活雑排水の処理に困難を期してお
り、悪臭やハエ･蚊の発生や河川の水質が汚濁して
いる現状である。健康で文化的な生活ができるよう
に、１日も早く公共下水道の整備をしてほしいとい
うものです。
　委員会の審議内容は、福田地区は、公共下水道の
区域であり、まだ事業認可を受けていない地区であ
る。公共下水道が整備されるまでの間、合併処理浄
化槽方式を推進するなど実施することにより、悪臭
や河川の汚濁が少しでも改善されるのではないか。
　公共下水道はどこの地区でも必要としており、福
田地区の住民の要望もわかる。衛生的で良好な生活
環境を形成するためにも、下水道を早期に整備する
必要がある。採択すべきであるとの意見があった。
　採決の結果、全員異議なく採択とすべきものと決
定した。 （建設常任委員会）

提出者
那珂市福田１８９０－１
　原福田区長　高橋　　脩
那珂市福田１５７０－２
　仲福田区長　笹島　岩男
那珂市福田２１７－２
　下福田区長　後藤　義男
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　定例会開会の
１０日前までに那
珂市議会事務局
へ提出して下さ
い。
　それ以降の提
出については、
急を要する場合
を除き、次回定
例会での審議と
なります。

本
会
議
で
所
管
委
員
会
へ
付
託

委
員
会
で
内
容
を
審
査

本
会
議
で
審
査
結
果
を
報
告

採 択

不採択

那 珂 市 議 会 定 例 会 請
願（
陳
情
）者
へ
結
果
の
通
知

○○請願（陳情）
紹介議員　　　　
（請願は紹介議員）

要旨　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

　請願（陳情）者
住所　　　　　
氏名　　　　　

那珂市議会議長　宛て



那珂市 議会だより ２６

���������	���������	

３件の意見書を議決し、関係機関へ提出しました。
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　国においては、平成１８年度の地方税財政対策において、
真の地方分権改革を実現するよう、下記事項の実現を強く
求める。
１．地方交付税の所要総額の確保
　平成１８年度の地方交付税は、「基本方針２００５」を踏ま
え、地方公共団体の安定的財政運営のために、地方交付
税の所要総額を確保すること。
　また、税源移譲が行われても、税源移譲額が国庫補助
負担金廃止に伴い財源措置すべき額に満たない地方公共
団体には、地方交付税の算定等を通じて確実に財源措置
を行うこと。
２．３兆円規模の確実な税源移譲
　３兆円規模の税源移譲に当たっては、所得税から個人
住民税への１０％比例税率化により実現すること。
　また、個人所得税全体で実質的な増税とならないよう
適切な負担調整措置を講ずること。
３．都市税源の充実確保
　個人住民税は、負担分任の性格を有するとともに、福
祉等の対人サービスを安定的に支えていく上で極めて重
要な税であり、市町村への配分割合を高めること。
４．真の地方分権改革のための「第２期改革」の実施
　政府においては、「三位一体の改革」を平成１８年度まで
の第１期改革にとどめることなく、「真の地方分権改革
の確実な実現」に向け、平成１９年度以降も「第２期改革」
として「地方の改革案」に沿った更なる改革を引き続き
強力に推進すること。
５．義務教育費国庫補助負担金について
　地方が創意と工夫に満ちた教育行政を展開するため、
「地方の改革案」に沿った税源移譲を実現すること。
６．施設整備費国庫補助負担金について
　施設整備費国庫補助負担金の一部について税源移譲割
合が５０％とされ、税源移譲の対象とされたところではあ
るが、地方の裁量を高めるため、「第２期改革」において、
「地方の改革案」に沿った施設整備費国庫補助負担金の税
源移譲を実現すること。
７．法定率分の引き上げ等の確実な財源措置
　税源移譲に伴う地方財源不足に対する補てんは、地方
交付税法の原則に従い、法定率分の引き上げで対応する
こと。
８．地方財政計画の決算かい離の同時一体的な是正
　地方財政計画と決算とのかい離は、平成１８年度以降
も、同時一体的に規模是正を行うこと。
９．「国と地方の協議の場」の制度化
　「真の地方分権改革の確実な実現」を推進するため、
「国と地方の協議の場」を定期的に開催し、これを制度化
すること。

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
　内閣官房長官　経済財政政策・金融担当大臣
　総務大臣　財務大臣
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　那珂市は、市民生活の基本である道路基盤の整備はまだ
不十分であり、道路整備に対する要望はますます増加して
おり、都市基盤整備のための財源確保にも大変苦慮してい
るところである。
　このため、次の事項について強く要望する。
１．道路特定財源は、受益者負担の原則に則り一般財源化
することなく、国民の期待する道路整備を強力に推進す
るために、全額道路整備に充当すること。

２．活力ある地域づくりを推進するため、道路整備の促進
を図ることとし、このため社会資本整備重点計画に定め
られた成果目標を確実に達成すること。

３．地方の課題に対応した道路整備を積極的に進められる
よう、地方の道路財源を確保すること。

４．道路利用者の意見を反映した道路整備を推進するこ
と。

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
財務大臣　国土交通大臣
経済財政政策・金融担当大臣
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　国では、現在、第２８次地方制度調査会において｢議会のあ
り方｣について、調査・審議を行っている。これに対し、全
国市議会議長会は、先に｢地方議会の充実強化｣に向けた自
己改革への取り組み強化の決意を表明し、必要な制度改正
要望を提出したところである。
　本格的な地方分権時代を迎え、住民自治の根幹をなす議
会がその期待される役割と責任を果たしていくためには、
地方議会制度の改正が必要不可欠である。　
　よって、国においては、現在検討されている事項を含め、
とりわけ下記の事項について、抜本的な制度改正が行われ
るよう強く求める。
１．議会の招集権を議長に付与すること
２．地方自治法第９６条第２項の法定受託事務に係る制限を
廃止するなど議決権を拡大すること

３．専決処分要件を見直すとともに、不承認の場合の首長
の対応措置を義務付けること

４．議会に付属機関の設置を可能とすること
５．議会の内部機関の設置を自由化すること
６．調査権・監視権を強化すること
７．地方自治法第２０３条から｢議会の議員｣を除き、別途｢公
選職｣という新たな分類事項に位置付けるとともに、職
務遂行の対価についてもこれにふさわしい名称に改める
こと

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣
　　　　総務大臣
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　第１回定例会は、下記の日程（案）のとおり開催す
る予定です。
　また、議事の都合により日程が変更となる場合が
あります。日程の詳細については、議会事務局まで
お問い合わせください。

TEL　２９８－１１１１（代表）

議　事　予　定曜月  日
本会議
○開会
○継続調査案件の委員長報告
○議会構成について
○請願・陳情の委員会付託等

月３．６

本会議
○議案審議
○議案の委員会付託等

火３．７

予算特別委員会水３．８
予算特別委員会木３．９
予算特別委員会金３．１０
休会土３．１１
休会日３．１２
常任委員会（総務・経済）月３．１３
常任委員会（建設・教育厚生）火３．１４
本会議（一般質問）水３．１５
本会議（一般質問）木３．１６
本会議（一般質問）金３．１７

土３．１８
日３．１９

休会月３．２０
休会（春分の日）火３．２１
本会議
○委員長報告
○閉会

水３．２２

平成１８年第１回定例会会期日程（案）

���������	
　市議会の本会議は誰でも傍聴できます。
　本会議は午前１０時開会予定です。
　傍聴の受付は、当日の午前９時３０分から那珂市役
所３階の傍聴席入口で行います。手続きは、傍聴券
に住所・氏名を記入していただくだけです。お気軽
にお出かけください。 ◎市議会議員名簿

◎議会構成表などは
　「　 各種ダウンロード「 」ド から」か

「市議会のページ「 」ジ では」で
◎市議会概要
◎市議会だよりバックナンバー
◎定例会開会予定（定 約１ヶ月前）（
◎一般質問通告書（書 開会直前）（
　などを掲載しています。
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　電源立地地域対策交付金（原子力発電施設等周
辺地域交付金）は、原子力発電施設等の所在市町
村・隣接市町村を地域内に有する都道府県を対象
に交付されている。
　那珂市は、旧那珂町地域のみが対象となってお
り、市民間に不平等感があることから、問題解決
のため原子力安全対策特別委員会にて、その他関
連する事項として、その内容の調査を行うことを
提案する。
 提出者　木内　良平
 賛成者　君嶋　寿男
 秋山　　一
 萩野谷敏一
 岩上　昌和
 寺門　和雄
 和田　勝一
 先�　　光
 寺門　　近
 勝村　晃夫
 蝦名　純子

　定例会の最終日に、上記の動議が提出され、原
案のとおり可決いたしました。
　電源立地地域対策交付金は、発電所所在地の東
海村に隣接する市町村を対象に交付されていま
す。旧那珂町では、その交付金の一部を住民や企
業へ契約電力に応じて交付（割引）しています。こ
れを瓜連地区も含めた那珂市全域に交付するよう
に、原子力安全対策特別委員会においてその内容
を調査することになります。
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３日　経済常任委員会視察（八郷町）
５～８日

議員会研修（北海道）
１２日　栃木県さくら市議会行政視察来訪

さくら市（旧氏家町、旧喜連川町）の皆様が那珂市
議会を訪れ、合併の経緯や議会運営等について研
修をしました。

１３日　広報編集委員会
（那珂市議会だよりNo.４編集）

１７～１８日
那珂市議会議員定数調査特別委員会視察
（長野県東御市）
議員定数や議会運営について研修しました。

２１日　議会運営委員会
（第４回定例会日程など）
広報編集委員会
（那珂市議会だよりNo.４編集）

３１日　経済常任委員会
（活力あるまちづくりについて）

１日　議長室へ菊を展示（小田部久彦菊花会長と福田議長）

１～２日
茨城県市議会議長会議員研修会（潮来市）
当市議会議員４名が参加。潮来市出身の元NHK会
長海老沢勝二氏の講演などがありました。

７日　建設常任委員会（生活道路の整備について）
１０日　原子力安全対策特別委員会（原子力関連事項）
１１日　那珂市議会議員定数調査特別委員会（議員定数）
２９日　第４回臨時会　全員協議会・議会運営委員会

６日　第４回定例会（開会・本会議･委員長報告等）
全員協議会
広報編集委員会（那珂市議会だよりNo.５編集）

７日　第４回定例会（本会議･議案審議等）
８日　第４回定例会 （総務常任委員会（請願審議）・ 建設

常任委員会（陳情審議））
９日　第４回定例会（原子力安全対策特別委員会）
１２日　第４回定例会（本会議・一般質問６名）
１３日　第４回定例会（本会議・一般質問９名）

議会運営委員会
１４日　第４回定例会（本会議・一般質問２名）

全員協議会
１６日　第４回定例会（本会議・閉会）

議会運営委員会
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